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栄養士の業務内容の専門性と課題＊
～高齢者福祉施設の栄養士の持つ問題点 ・課題と短期大学とのかかわりを中心として～
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抄録
道内9つの栄養士養成施設の短大と栄養士の卒業後の動向と，その専門性をめぐる課題につ
いて述べた。高齢者福祉施設に勤務する栄養士が増加し，他職種と共働して仕事を進める中で
の専門性の向上が重要であることを述べた。一方で，より高度の知識を求められる管理栄養士
が次第に増加する現状もあり，短期大学出身の栄養士に向けてのリカレント教育システムが整
備されるべきことが論じられた。
キーワード：栄養士，管理栄養士，リカレント教育
I はじめに
栄養士に関する専門性を確立するために，昭和20年栄
養士規則が制定され，法令による免許か授けられるよう
になった。栄養士の免許資格は，制定時は食糧難，栄養
不足などの改善を目的においていたが，時代とともに目
的は変化してきた。その目的を今日の我が国の国民衛生
の動向においてみれば，人口の高齢化，疾病構造の変化，
生活水準の向上などに対して，単に疾病の予防の面だけ
ではなく，積極的に国民の健康増進を図るという観点か
ら，また食生活の指導にとどまらず，運動，休養につい
ても包括した幅広い，より高度の栄養指導が目的に要請
されているといえる1）。
ところで， 2020年には我が国の高齢化率は25.5%に達
するという超高齢化社会を迎えようとしているが，この
ようななかで厚生省の保健事業第3次計画では，栄養士
がかかわるべき多くの事項が取りあげられ，健康づくり
を担うヘルスマンパワーとしての実力発揮・活躍が期待
されているの。そのためにも老人保健対策における栄養
士業務の位置づけ，活動内容などを検討し，高齢化社会
における栄養士活動の社会的向上が望まれている3）。
このように栄養士の専門性が重要視され，その活動が
ますます期待されているが，実際にどのような資質を
持った栄養士が養成され，高齢者福祉施設に勤務する栄
養士はどのような問題を抱えているのであろうか。また，
＊ 本研究は，浅井学園・北海道女子短期大学平成7年度教
員特別研究費用の助成を得て行われた。
専門職として欠かせない免許取得後の研修について栄養
士はどのように考え，取り組んでいるのであろうか。さ
らに養成施設とのかかわりはどのようにあるべきなのか
を検討していく。
これらのことを考察することは，今後の栄養士の養成，
指定栄養士養成施設と栄養士の就職後の関係を再構築す
るための基礎的な研究になるものと考える。
E 栄養士の養成
，.栄養士の養成
栄養士は栄養士法第l条で「栄養士とは，栄養士の名
称、を用いて栄養の指導に従事することを業とするものを
いう。管理栄養士とは，前項に規定する業務であって複
雑又は困難なものを行う適格性を有する者として登録さ
れた栄養士をいう」（第2項の管理栄養士の規定につい
ては昭和37年9月13日追加）と定義づけられている。免
許については，同法第2条により「栄養士になろうとす
る者は，厚生大臣の指定した栄養士の養成施設において
2年以上栄養士として必要な知識及び技能を修得し，都
道府県知事の免許を受けなければならない」とその養成
について規定している。さらに管理栄養士については，
同法第5条の2に「栄養士であって管理栄養士の国家試
験に合格したものは，厚生省に備える管理栄養士名簿に
登録を受けて，管理栄養士になることができる」とあり，
その国家試験は第5条の3で「毎年少なくとも 1回，栄
養の指導に関する高度の専門的知識及び技能について管
理栄養士国家試験をおこなう」とされている。昭和60年
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6月「栄養士及び栄養改善法の一部を改正する法律」が
公布され，管理栄養士の国家試験と集団給食施設への必
置義務制度がここに確立し，昭和62年4月1日から施行
されている。この管理栄養士には，栄養士法第l条に示
されているように，より高い専門性が求められている。
このことにより栄養士・管理栄養士の社会的ニーズは以
前に比べて高まったと同時に，社会的責任もより大きな
ものとなり，専門職としての真価が問われるようになっ
た4）。また，平成4年には，それまで実施されていた栄
養士試験が廃止され，栄養士の免許を取得するには指定
養成施設での養成のみとなった。このことは栄養に関す
る専門性の高度化に対応するとともに専門の教育機関で
養成され専門職として活躍できる栄養士を養成すること
が，社会から要請されており，さらに養成施設とかかわ
りを持つ継続的な教育の必要性も視野に入れてのことで
あると考える。
現在，指定栄養士養成施設は，専門学校，短期大学，
大学であるが，専門学校の卒業生は就職状況でみると「事
業所」（48.9%）「病院」（27.7%）「福祉施設」（10.5%),
短期大学（2年制）は「病院」（35.5%）「事業所」（32.3%)
「福祉施設」（16.3%），大学（栄養士）は「病院」（32.0%)
「事業所」（16.6%）「官公署」（10.7%），大学（管理栄
養士）は「病院」（36.9%）「事業所」（25.4%）「官公署」
(9.4%）であり 5），福祉施設への就職状況については，
短期大学がその割合が高いことから，短期大学における
養成について検討していく。
2.短期大学における聾成
短期大学は学校教育法第69条の2で「大学は，第五十
二条に掲げる目的に代えて，深く専門の学芸を教授研究
し，職業又は実際生活に必要な能力を育成することをお
もな目的とすることができる」と規定されており，大学
学部に比べて，プラクテイカルな教育に重きをおいてい
る。その短期大学について，どのような特色がみられる
であろうか。北海道内の指定栄養士養成施設である 9短
期大学の学則に規定されているその目的をみてると表－
1のようになっている。各短期大学の目的を「人材の育
成」としているところが5校，「社会に寄与する」とし
ているところが4校ある。ではどのような人材を育成し
ていくのであろうか。表－ 2は教育の内容を示したもの
で，教育内容は専門の知識を中心としていることを伺う
ことができる。もう少し詳細にその目的を明らかにする
ために，学則の目的のなかに用いられている単語（キー
ワード）の有無によって検討を加えた（表ー 3)6）。「専
門（的）」がみられるところは7校で最も多い。次いで「地
方 ・地域」「教養」「実際」である。このように学校教育
法第69条の2に規定されている短期大学の目的にみられ
表ー 1 目的の内容
・地域社会の生活，福祉向上と文化の進展に寄与する
こと
－徳性と知性をそなえた良識ある文化人，家庭人とし
てよき女性を養成し，併せて，地域社会の文化の向
上に寄与すること
－有能な社会人としての女性の育成
－人類の福祉に貢献し得る有能かっ教養ある社会人を
育成すること
・社会人として優秀なる人格と職業人として実際的な
学問技術を有する人材を育成すること
－社会の指導者たり得る有為な人材を育成し，地域の
生活文化向上に寄与すること
－地域社会の文化の向上と福祉の増進に寄与する人物
を育てること
・教養在る社会人を育成すること
－文化の発展と福祉の向上に貢献できる社会人を育成
すること
表一2 養う能力 ・高める ・授ける内容
・生活科学及び看護に関する専門的知識，技術
・広く豊かな教養教育と保健 ・衛生看護又は食物栄養
に関する専門教育
－栄養に関する実際的な専門の学芸
－主として保健と栄養並びに生活文化，幼児教育に関
する学術を中心として
－生活全般を科学的に考え豊かな教養と技能
－広く豊かな教養と実際に即した専門の知識及び技能
・主として生活文化 ・食物栄養 ・幼児教育に関する実
際的な専門の学芸
－豊かな教養と専門知識 ・技能
表－ 3 キーワードによる目的の分類
キーワード 学校数 キー ワー ド 学校数
専 門（的） 7校 福 祉 4校
地方 ・地域 6校 栄 養 3校
教 養 5校 生 活 2校
実 際 5校 食 物 1校
技術・技能 4校 家 庭 人 1校
職業（人）職能 4校
る単語がキーワードとして用いられており，法令と学則
が合致している。学則の目的に，教育内容に関する具体
的な「栄養」「食物」をあげているところはそれよりも
少ない。学生便覧で学科，課程，専攻の具体的な目的の
記載内容をみると，「健康」「栄養」「食物」「技術 ・技能」，
「食事」「指導」「食生活」などと前述の学則の目的より
は詳細で具体的に記載されている。さらに具体的に明ら
かにするために，各短期大学の大学案内で栄養士養成を
。 ， ??
?
対象とする学科，課程，コースの説明をみると表－ 4の
ように栄養士の養成とその栄養士に必要な資質をそこに
みることができる。
表－4 学ぶ内容 ・育成する内容
・食文化を理解し，食生活について
・社会が求める知識と技術を実践の場で
－食物と栄養の関係を学び，健康で豊かな生活を維持
するために必要な知識と技術
－食物及び栄養に関する幅広い知識について
－都市生活や高齢化社会に正しく対応できる，広い視
野と高い見識を持った栄養士
－専門的理論と高度な技能を修得し，実践的能力を備
えた栄養士
・実践力を培い高度な専門能力を有する新しい時代の
栄養士
－人間性豊かな食の専門家
－人間性豊かななスペシャリスト
－食物栄養に関する専門的知識 ・技術をマスターし，
社会に貢献できる人材
このように短期大学は，実践的な学聞がより重視され，
その教育の目的は，一般的な教養を高めるとともに専門
的な知識をも身につけることにあるといえる。これらの
ことを中心にした地域に根ざした教育がなされた人材 ・
社会人の育成が短期大学の使命であるのということがで
き，指定栄養士養成施設の短期大学においても，一般的
教養を高めるとともに栄養士にとって必要な知識，技能
を修得し，栄養士としての実践的な力量も高められるよ
うな教育内容が準備されていなければならない。
3.短期大学の教育課程
短期大学の教育課程については，短期大学設置基準第
4章「教育課程」にその基準が示されている。各短期大
学では，この基準にそって教育課程が編成されているが，
一般教養科目は10～16単位，専門科目が50～54単位が最
低の卒業必要要件となっている。また，栄養士の養成に
関しては，栄養士法第2条において養成施設での養成と
栄養士の免許の必要性，同法施行令第4条で栄養士養成
施設の指定基準が示され，同法施行規則第8条の2によ
り栄養士の養成に必要な科目が法定されている。各短期
大学はこの必修科目，単位数，履修方法を満たしている
が，この指定基準の必修科目のみでも15科目60単位に及
ぶ。養成に必要な科目以外で，各短期大学で専門科目に
おける特色のある開設科目としては「健康管理（概）論 ・
学」が6校6科目，「統計 ・情報処理関係」が4校9科目，「福
祉関係」が3校5科目，「病理学」が3校3科目，「人間
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関係」「生活環境学（論）」が2校2科目などが開設され
ている8）。これらの科目は栄養士としての必要性，今日
の社会からの要求として捉えることができょう。すなわ
ち，このうち「病理学」，「健康管理概論」は栄養士法施
行規則第12条の2の管理栄養士国家試験の科目に指定さ
れていることからも栄養士として必要との判断で，また
統計情報処理や福祉は，社会の変化，対応として開設し
ていると考えることができょう。
m 老人福祉施設の栄養士の意識
1.栄養士の資質
栄養士は，栄養士憲章（日本栄養士会第23回総会制定
：昭和57年6月17日）で「国民の健康と福祉向上の見地」
から「職業の重要性と社会的使命を強く自覚」して「専
門性の自覚」「業務の原則」「生涯学習」「融和と連繋に
努める」「栄養士会」について定められており，知識及
び技術の向上の努力，実践的業務を遂行して，人聞を尊
重する社会的責務を負っているということができる。
栄養士の役割についてはその養成段階で，指定基準の
必修科目「食生活論」で主なる内容として扱われている
が9），おもに自分で必要な知識・技能と職業観を学び，
多様化するニーズへ対応できる専門性を持つ栄養士の養
成10），さらにその資質を時代のニーズに即応できるよ
うにするため，栄養士の生涯教育制度の充実強化をすす
めることが求められている11）。
栄養士の今後のあり方として日本栄養士会は， 1.病
態栄養指導， 2.健康増進指導， 3.給食運営指導， 4.
栄養に関する研究， 5.地域保健計画の策定， 6.治療
食管理，7.食品の開発研究，8.給食事業の運営と将
来の管理栄養士の活動分野の順位を発表しているが，こ
れらのことは栄養士全体のめざすべき責務の重要性と役
割を示していると考えられる。
2.業務内容の問題点 ・課題
(1) 福祉施設における栄養士
福祉施設においては，各職種の職員が勤務し，さまざ
まな業務を行っているが，栄養士は「1.栄養指導（献
立の作成 ・栄養出納） 2.給食事務 3.調理場並びに
従事職員の保健衛生及び、健康管理」を，調理員は「1.
調理，給食の実施等」を，介助員は「1.利用者の生活
介助，援助等」を，寮母は「1.生活相談及び指導 ・援
助 2.介護，介助及び、補助等」を，看護婦は「1.診
療の補助及び看護 2.保健衛生管理 ・指導」を中心的
な業務内容とする12）と業務内容が大まかに分けられて
いるが，もちろん重複した部分，連携が必要な部分もある。
栄養士が，施設に入居している高齢者に対して，栄養
? ?? ? ?
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指導をはじめ直接，間接的にかかわるが，その高齢者の
食事については，老年期にふさわしい栄養の取り方があ
り，それぞれの高齢者の身体状況に適した食生活ができ
るのが最も望ましいことである13）。しかし，そこには
社会的ニーズ，施設設備，マンパワーや栄養士の専門知
識などさまざまな問題点がみられる。
今回の調査14）では，在職している栄養士のうち男性
が2.3%，女性が97.7%であり，栄養士が75.0% 管理
栄養士が25.0%であった（以下とくに区別がないとき，
栄養士と記載がある場合には管理栄養士を含むものとす
る）。栄養士としての経験年数は， 16～20年が18.2%で
最も多いが， 5年未満の者は27.3%であった。各施設に
おいて 1人勤務の体制が中心であるが，複数栄養士が勤
務している施設は8施設（2人体制が7施設， 3人体制
が8施設）であった。前職の経験を有する者で栄養士と
しての前の勤務場所は，福祉関係が5，病院4，学校3'
矯正1であった。
(2）業務の内容
栄養士としての「仕事のやりがい」については77.3%
の者がやりがいがあると感じており，そこに業務への満
足さを伺うことができる（表－ 5）。「多忙である」と
86.4%の者が感じているが，「栄養士・調理職員のマン
パワーが不足している」と感じている者は50%を越えて
はいるものの，多忙さよりは低い割合である。人間関係
については個人差が大きいようで「行動は単独 ・孤独に
なりやすい」で50%を越えているが，これは，栄養士の
勤務場所15）などによっても異なるものと考えられる。
表－5 業務について %（実数）
とても すとし どちら あまり 感じな
感じる 感じる
ともい 感じな a a 合計
えない し、
、
仕事にはやりがいを感じる
31.8 45.5 15.9 4.6 2.3 0.0 100.0 
(14) (20) ( 7) ( 2) ( 1) ( 0) (44) 
仕事は多忙である
31.8 54.6 9.1 2.3 2.3 。 100.0 
(14) (24) ( 4) ( I) ( I) ( 0) (44) 
仕事は楽しい
18.2 43.2 27.3 9.1 2.3 。 100.0 
( 8) (19) (12) ( 4) ( I) ( 0) (44) 
行動は単強・孤独になりやす 20.5 36.4 13.6 15.9 13.6 。 100.0 
U‘ ( 9) (16) ( 6) ( 7) ( 6) ( 0) (44) 
栄養士 （含む他施設｝同士の 11.4 25.0 20.5 29.6 13.6 。 100.0 
交流がない ( 5) (11) ( 9) (13) ( 6) ( 0) (44) 
栄養士のマンパワーが不足し 13.6 40.9 31.8 9.1 4.6 0.0 100.0 
ている ( 6) (18) (14) ( 4) ( 2) ( 0) （岨）
調理職員のマンパワーが不足 20.5 36.4 27.3 11.4 4.6 0.0 100.0 
している ( 9) (16) (12) ( 5) ( 2) ( 0) (44) 
同僚と知自民交換・意見交換が 6.8 20. 5 20.5 40.9 9.1 2.3 100.0 
できない ( 3) ( 9) ( 9) (18) ( 4) ( 1) (44) 
入居者の状態の把握ができな 2.3 18.2 18.2 52.3 9.1 。 100.0 
し、 ( I) ( 8) ( 8) （お） ( 4) ( 0) (44) 
新しい専門的知識に追いつく 22. 7 43.2 27.3 6.8 0.0 。 100.0 
のが難しい (10) (19) (12) ( 3) （的 ( 0) (44) 
新しい知識を勉強する時間が 18.2 50.0 13.6 18.2 。 。 100.0 
ない ( 8) (22) ( 6) ( 8) ( 0) ( 0) (44) 
栄養士は専門性が高い職種で 36.4 31.8 20.5 6.8 4.6 0.0 100.0 
ある (16) (14) ( 9) ( 3) ( 2) ( 0) (44) 
自分の業務は進歩しつつある
6.8 29.6 50.0 13.6 。 0.0 100.0 
( 3) ( 3) (22) ( 6) ( 0) ( 0) (44) 
栄養士にとって研修は重要で 61.4 31.8 6.8 。 。 0.0 100.0 
ある (27) (14) ( 3) ( 0) ( 0) ( 0) (44) 
この人間関係はさまざまな点で重要であると考える。
例えばケースカンファレンスは極めて重要な役割を持っ
ているが，栄養士はケースカンファレンスに参加し，食
事療法や栄養指導の内容，食形態の見直しの必要性の有
無，給与栄養素量の適否，高齢者の人格尊重の立場から
食事が果たすべき役割などについて，積極的に発言する
ことが必要16）であると指摘されている。また，「養護
老人ホーム及び特別老人ホームの設備及び運営に関する
基準の施行について」（厚生省社会局長通知）第4処遇
に関する事項1給食（1）で「つねに入所者の身体的状況及
び晴好の把握に努め，十分配慮する」とされており，職
務内容においてもさまざまな点で人間関係の上にその職
務が成り立っていると考えられる。
また，施設において献立を決定するのにかかわる人を
みると，承認を得る手続きは（得る人数）は作成する栄
養士を除くと， 3人の40.9%で最も高く，次いで4人の
31.8%, 2人の15.9%, 5人の9.1%で何人かがかかわ
りチェックカfなされるようになっている。さらに，より
よい給食になるように77.3%の施設で定期的に「食事に
関する意見交換（検食は除く）」が実施されている（表
-6）。そこに参加する人（表一 7）は介護職員（寮母），
指導員の入居者に直接ふれる者の参加の割合が高いが，
事務職員も含めても50%以上が参加し，カンファレンス
がなされるようになっている。ただし当事者である入居
者，その家族が参加している割合はそれよりも低い。こ
れについては晴好調査などが実施されているなどの要因
が考えられる。看護婦も86.4%が参加しているが，病弱
者に対しては医師の指導を受けることとされている17)
ことなどを考えると医師などの専門的な意見などさまざ
まな専門分野からの意見が今まで以上に給食に反映され
なければならないであろう。
表－6 食事に関する意見交換 %（実数）
定期的にある（週に2回程度） 0.0( 0) 
定期的にある（週に 1回程度） 0.0( 0) 
定期的にある（月に2回程度） 2. 3 ( 1) 
定期的にある（月に 1回程度） 75.0(33) 
定期的にある（2カ月にl回程度） 0.0( 0) 
不定期にある 13.6( 6) 
な ＼，、 2. 3 ( 1)
その他 6. 8 ( 3) 
n . a 0. 0 ( 0) 
1ロ』 計 100.0(44) 
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表－7 意見交換に参加する人 %（実数）
介護職員 90.9(40) 入居者 20. 5 ( 9)
指導員 88. 6 (39) 医師 2. 3 ( 1)
施設長 88.6(39) 入居者の家族 0.0( 0) 
看護婦 86.4(38) その他 6.8( 3) 
調理職員 86.4(38) n . a 4. 6 ( 2)
事務職員 54. 6 (24) t口』 計 100.0(44) 
このように複数の関係者の意見，評価を得ることは，
今後の改善すべき点が明らかになるものと考えられる。
また職員聞のコミュニケーション以外も重要であり，職
員聞のチームワークが効果的に機能するためには，それ
ぞれが専門職としての豊かな資質と高度な技術を備えて
いることが必須の条件であると考える。それゆえ，栄養
士は勉強会などを通して，常に老人ケアに関する新しい
知識と技能の習得に努め，情報交換の場を広げていくこ
とが必要である18）との指摘がある。調査では，「新しい
専門知識に追いつくのが難しい」など業務内容について
は， 65%を超える者が困難と感じており， 93.2%の者が
研修の重要性を感じている。
(3）研修の問題点
今日では国民の健康増進，病気の予防，具体的な生活
指導，リハビリテーションまでのいわゆるtotalcareが
要請される時代となっているが，このようななかで医師
をはじめとする医療関係従事者は，進歩・発展する，し
かも国民のためになる生きた医学の知識と技術を獲得す
るために，たえざる研修と再教育が要求されており，研
修の重要性がますます大きくなってきている 19）。福祉
施設においても，運営する上で職員の資質の向上は必要
不可欠のものであり，職員の研修は施設内で日々実践に
携わっている栄養士もその重要性を認識しているが，そ
の職務に関する知識及び技術，執務態度等の訓練並びに
その他業務について必要と認められる事項について，積
極的かっ効果的に行うことが必要であるとされている
。
調査では，施設内において栄養士が参加する研修会が
定期的に61.4%で行われており，その開催頻度は月に 1
回程度が割合で最も高い（表－ 8）。また，施設外にお
いても積極的に参加させることの重要性が認められてい
る21）。施設内で行われている研修以外の研修は表－ 9
のように「機関誌などの職業団体の刊行物を購読」「専
門家の集まる研修 ・研究会に出席」「専門書を購読」の
順に「している・だいたいしている」が多い。学会の所
属も50.0%であるが，実際の出席はそれよりも低い割合
となっている。
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表－ 8 施設内での研修の開催状況 %（実数）
定期的にある（週に 1回程度） 2. 3 ( 1)
定期的にある（月に2回程度） 13.6( 6) 
定期的にある（月に l回程度） 20.5( 9) 
定期的にある（年に 2回程度） 13.6( 6) 
定期的にある（年に 1回程度） 11.4( 5) 
不定期にある 0.0( 0) 
とくにない 0.0( 0) 
i口』 計 100.0(44) 
表－ 9 研修について %（実数）
してい だいた どちら あまり してい
る
いして ともい してい
ない
n, a, 合計
いる えない ない
専門家の集まる学会に所属
36.4 13.6 2.3 9.1 38.6 0.0 100.0 
(16) ( 6) ( 1) ( 4) (17) ( 0) (44) 
専門家の集まる学会に出席
6.8 20.5 4.6 20.5 47. 7 。 100.0 
( 3) ( 9) ( 2) ( 9) (21) ( 0) (44) 
専門家の集まる研修・研究会 22. 7 40.9 2.3 25.0 6.8 2.3 100.0 
に出席 (10) (18) ( 1) (11) ( 3) ( !) (44) 
機関誌など職業団体の刊行物 29.6 50.0 4.6 13.6 2.3 。 100.0 
を購読 (13) (22) ( 2) ( 6) ( 1) ( 0) （叫）
最新情報を得るため専門書を 18.2 36.4 4.6 40.9 。 。 100.0 
購読 ( 8) (16) ( 2) (18) ( 0) ( 0) （叫）
栄養士会が開催する行事に参 9.1 34.1 4.6 31.8 20.5 0.0 100.0 
加 ( 4) (15) ( 2) (14) ( 9) ( 0) (44) 
各施設内で行われる研修内容について職員の共通認識
は得られやすいが，外部での研修内容については施設内
で行われるよりも共通理解が得にくい。したがって，外
部で受けた研修を外部研修等への参加者には報告書を提
出させるとともに，職員会議又は職場において適当な機
会に報告させ，研修内容を職場内に還元させるように努
めることとの指摘があるように活用が望まれている22）。
外部研修の成果を他の職員に還元させているかどうかに
ついては「文書での研修報告を行っている」が47.7%で
最も多く，「外部研修を文書で報告し，職員会議等でも
研修報告を行っている」が36.4%，「外部研修を文書で
報告するだけではなく，伝達講習を行うなど他の職員に
も研修の成果を還元している」が4.6%であり，方法は
異なるが，研修成果を施設の職員全体で還元されるよう
な体制がとられている。
(4）栄養士の養成とリカレン卜教育
栄養士の免許登録者数は平成5年までの総数（累積）
は595,482人23）であるが，栄養士に必要とする能力とし
ては，表ー10のようにいずれの項目でも90%以上の人が
肯定的に考えている。「とても必要である」と強くその
必要性を認めているのは，「チームワーク」「栄養に関す
る実践的知識」「コミュニケーション能力」の順で，前
述のように毎日の実践のなかで必要不可欠のものをとく
に感じているようである。「幅広い一般的教養」「基礎的
???
?
栄養士の業務内容
知識」は必要で、あるとは感じているものの，すでに養成
施設などである程度習得していると思われるので，その
必要性を強くは感じていないのではないだろうか。
表一10 栄養士として必要とする能力 %（実数）
とても 必すこし どちら あまり 必要で必要で 要で ともい 必要で
ある ある えない ない ない
幅広い一般的教養 56.8 34.1 9.1 0.0 
。
(25) (15) ( 4) ( 0) ( 0) 
栄養に関する基礎知繊
56.8 34.1 9.1 。 0.0 
(25) (15) ( 4) ( O) ( O) 
栄養に関する実践的知識 81.8 18.2 
。 。 0.0 
(36) ( 8) ( O) ( O) ( O) 
老年学などの基礎知識 56.8 36.4 6.8 0.0 <°a~ (25) (16) ( 3) ( 0) 
チームワーク 86.4 
~\f 0.0 。 。(38) ( 0) ( 0) ( O) 
コミュニケーション能力 72.7 25.0 2.3 
。 。
(32) (11) ( 1) ( O) ( 0)
美的センス 47. 7 43.2 9.1 0.0 
。
(21) (19) ( 4) ( 0) ( 0) 
統計学，判断力
52.3 38.6 9.1 o.o 。
(23) (17) ( 4) ( 0) ( 0) 
自己の健康管理
63.6 31.8 /if 0.0 0.0 (28) (14) （的 ( 0) 
人間愛 56.8 36.4 6.8 
。 0.0 
(25) (16) ( 3) ( 0) ( 0) 
$ 栄養に関する基礎知融（栄養学，生理学，病理学，薬理学など）
$ 老年学などの基礎知融（老人看震学，老年心理学など）
且 a 合計
。 100.0 
( 0) (44) 
0.0 100.0 
( O) (44) 。 100.0 
( O) (44) 
0.0 
lf-叫0） ( O) 
0.0 100.0 
( O) (44) 
0.0 100.0 
( O) (44) 
0.0 100.0 
( 0) ｛叫）。 100.0 
( 0) (44) 
0.0 100.0 
( 0) (44) 。 100.0 
( 0) (44) 
しかしながら，今日栄養士の高い資質とともに，その
専門的な継続的な教育が求められている。例えば，昭和37
年のより高度な社会的ニーズに対応するため栄養士のワ
ンランク上の資格として管理栄養士制度で発足した管理
栄養士は，より専門的な知識を身につけたスペシャリス
トとされ24），名実ともに優れた管理栄養士を世に送り
出すために，学生に対しての十分な教育とともにその知
識・技術の両面についての適否が国家試験によって適確
に判定されるようになったものである。言い換えるとよ
り高い資質を持った栄養士が求められていると考えるこ
とができ 25），そのためにもリカレント教育の重要性が
高まってきている。
リカレント教育については産業界 ・学校関係など各分
野で積極的に取り組みがなされているが，栄養士の職能
分野においても同様に必要であると考える26）。リカレ
ント教育は，社会人・職業人が，新たな知識・技術をリ
フレッシュするため，高等教育機関において行う教育と
して文部省が政策的に推進している制度であり 27），こ
のリカレント教育で重要なのは，社会人の大学などへの
アクセスを容易にするシステムの構築である。そこでの
問題点は大学内の問題，社会的な整備の遅れにあり，大
学開放の新しいシステム，教育有給休暇制度などの法的
整備，修了後の評価などの整備が望まれている28）。
では，現在指定栄養士養成施設に対しての栄養士の
ニーズ，リカレント教育について指定栄養士養成施設で
どのような取り組みがなされているであろうか。出身の
学校（栄養士養成校）で現場に関する研修会が聞かれた
としたら参加するかについて「参加したい」 9.1%，「内
容により参加したい」 70.5%，「距離的に参加は困難」
11.4%で， 79.6%の人が参加を希望しているが，実際に
「栄養士養成校（大学・短大 ・専門学校）にここ 3年間
で行ったことがあるか」では，「出身の学校にときどき
き行く」0.0%，「出身の学校に年1回程度行く」2.3%，「出
身の学校に行ったことがある」 13.6%，「出身の学校以
外にときどき行く」 0.0%，「出身の学校以外に年1回程
度行く」 0.0%，「出身の学校以外に行ったことがある」
9.1%，「ここ 3年間学校には行ったことはない」34.1%,
「卒業以来出身校に行ったことはない」 47.7%で， 80%
以上の人が3年間行ったことなく，出身校を含む指定栄
養士養成施設とのかかわりが弱い。これは前述のように
研修への参加のニーズが高いにもかかわらず，職務の多
忙さ，地理的な問題，養成施設側の取り組み方などに問
題があると考えられる。休日・夜間開講制を利用した適
切な日時の設定，ニーズに合致した教育内容，通信教育・
衛星放送を利用した遠隔教育，地域の研修センター設置
等の地域ごとの開催など現場のニーズにきめ細かく対応
した取り組みがなされれば，養成施設の継続的な教育が
期待でき，日々進展変化する専門職業人の専門知識，資
質の向上につながるものと考える。
社会の栄養指導に対する専門的な内容の要請と期待の
著しい変化に伴って，栄養士に対する社会的養成は変化
し，それに対応した資質向上が求められている今日にお
いて，養成施設とのかかわりは大きいものとなってきて
いると思われる29）。
y まとめ
短期大学における栄養士の養成は現場で最も必要とさ
れる栄養に関する実践的知識を含め，時代に対応した新
しい科目を含め教育がなされ，現場にそった人材を育成
しているが，現在ではあまり取りあげられていない人間
関係などを扱う教育内容も検討しなければならない。ま
た，高齢者に対するより効果的な栄養に関する教育方法
を構築していくことが，栄養士のこれからの役割である
との指摘があるが30），これらの面についても検討を進
めていかなければならない。
専門的知識・技能が進展するなかで，高齢者福祉施設
では職員の研修を重視し，努めていることを伺うことが
できた。また，栄養士の研修へのニーズも高く，リカレ
ント教育のシステムの再構築が不可欠である。これらの
ことについては各種団体・自治体主催の研修などが行わ
れてはいるものの，自治体における研修センターの設置，
大学での研修なども今以上に積極的に行う必要があり，
生涯学習の体系化とシステム化，修了後の評価体制など
の条件を整える必要があると考えられる。
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短期大学と栄養士とのかかわりであるが，現在のとこ
ろあまり強くないが，今後大学学部・大学院レベルでの
研修を視野に入れたリカレント教育に積極的にかかわり
をもつことは，進展がはやい医療関係従事者を養成する
機関の責務であると考える。大学には，開放の低さ，カ
リキユラム編成の弱体なことも重要な要因であるとの指
摘もある31）ので，よりニーズに合致した，より内容が
ともなったシステムの整備が求められている。このこと
は専門性が高い職業人を養成する機関のすべてにかかわ
る問題である。そのためにも大学は社会変化の状況，専
門職業人のニーズを的確に把握し，たえざる自己点検，
改革を行っていかなければならないと考える。
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10）細井憲政・難波三郎・花村満豊・藤沢良知前掲書
pp.129～130 
11）向上書 pp.130～132
12）東京都社会福祉協議会編 「施設運営ハンドブック
改訂版」 東京都社会福祉協議会 1994pp.52-53 
13）荒井光雄・落合敏・山本博美編前掲書 p.34
14）栄養士への意識調査は，平成8年3月に北海道内の
全ての養護老人ホーム56施設に勤務する栄養士を対
象として，質問紙法で行った。有効回収率は，78.6%。
北方園生活福祉研究所年報第1巻 1995
15）栄養士室が設置されている割合は34.1%，事務室に
通常勤務する割合は65.9%。
16）日本栄養士会編前掲書 p.71 
17）「養護老人ホーム及び特別老人ホームの設備及び運
営に関する基準の施行について」（厚生省社会局長
通知第41(2) 
18）日本栄養士会編前掲書 p.84
19）「教員研修読本」教職研修臨時増刊号NOlO1985 
p.114 
20）東京都社会福祉協議会編前掲書 p.49
21）向上書 p.50
22）向上書 p.50
23）大栄出版編集部前掲書 p.22
24）向上書 p.25
25）管理栄養士国家試験教科研究会編 p.21
26）リカレント教育の研修制度がある市町村は74.2%,
圏内の大学，研究所等への外部機関の長期研修は
43.3%の市町村が行っており，学習レベルの要望は
大学まで52.6%大学院まで3.1%である。リカレン
ト教育の認知率は37.1%である：北海道地域リカレ
ント教育推進事業実施報告書「リカレント教育に関
する基礎研究」北海道地域リカレント教育推進協議
会 1995.3
27）新井都男 「リカレント教育を考える」 教育と医学
慶鷹通信 1996.3p.8 
28）猪山勝利 「リカレント教育における大学の役割」
教育と医学慶謄通信 1996.3pp.11～16 
29）今日では，短期大学では卒業後も栄養士を対象とし
て，「管理栄養士国家試験準備講習会」「管理栄養士
講習会」を開くなどより質の高い栄養士の養成を
パックアップしている。
30）日本栄養士会編前掲書 p.65
31）猪山勝利前掲書 p.12
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栄養士の業務内容
Some Tasks Around the Speciality of the Dietician 
in Elderly Care Institutions 
abstract 
Jun Shiraishi, M. A, Hokkaido Women’s College 
Noriko Kinoshita, Hokkaido Women’s College 
Ritsuko Tsuchiya, Hokkaido Women’s College 
It was discussed that licensed dieticians that graduated from junior colleges were confronted with various 
kinds of tasks based on our survey data of nine colleges in Hokkaido. The following three points are discussed. 
1) The importance of curriculum arrangements in keeping up with the times in regard to the sciences of human 
relations, information processing, environment and stress reduction, health sciences, medicine, and social welfare. 
2) The establishment of the identity of the dietician as an expert as her work is performed in collaboration with 
other members in the institution such as doctors, n 
recurrent or life-long education as the number of the registerd dieticians who have higher qualifications than 
those of today increases. 
Key words: dietician, registered dieticians, recurrent education 
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